
 
編・織物メ－カ－、糸加工メ－カ－、繊維試験場用 
画期的“超小型・全自動マルチタレント染色加工機”  

「染料役者」 
の開発と販売について

 
  小松精練㈱は連結子会社である、染色機械メ－カ－㈱小野
森鉄工所（資本金：２億９千万円、売上高：１７億円、住
所：能美郡辰口町上清水、社長小野森守・会長中山賢一）と
共同で、編・織物メ－カ－、糸加工メ－カ－用に化合繊をは
じめ天然繊維や再生繊維の編物・織物に対応出来る、業界初
の画期的な超小型全自動・多機能保有の染色加工機を開発・
製造し「染料役者(せんりょうやくしゃ)」のネ－ミングで、
７月１日より販売を開始いたします。

  ㈱小野森鉄工所は小松精練の一連の染色加工機械を製造、
及び独自機械装置の開発により小松精練の新素材開発・製造
に貢献している有力グル－プ企業の一つであります。 
  この度共同開発した「染料役者」は、両社の過去に培った
機械及び染色技術を集積した超小型、全自動染色加工機であ
り、当社主導のマ－ケティング活動を展開していきます。

  低迷しているファッション関係の消費市場でも、製造小売
業（ＳＰＡ）という、商品企画から販売までのリスクを持つ
業態の飛躍は目覚ましいものがある。この成長の条件は、消費者の暮しの視点に立って開発した商品
をいかにタイムリ－に供給するかということに尽きており、織・編物メ－カ－や染色加工メ－カ－な
ど、産地にはこれらのニ－ズへのより機敏な対応が求められています。

  「染料役者」はこうした市場のニ－ズを捉えて開発した超小型の染色加工機で、糸加工及び織・編
物メ－カ－の試験染、及び新製品・素材の最終完成商品の価値や、品質の確認が可能であり、製品化
のスピ－ド・アップ、商品開発のコスト低減や短納期化に対応できるものです。また、小松精練はユ
－ザ－の要請に応じて加工処方に関する加工技術のノウハウ、染料、薬品のアドバイスも提供してい
く方針です。 
  尚、モデル機はユ－ザ－による操作・試用及び製品試作用に、小松精練・工場エントランスホ－ル
に設置、ユ－ザ－の相談にも対応します。 
　　 
   １．「染料役者」の特長 
    ①編・織物メ－カ－、糸加工メ－カ－専用のニ－ズに応じて開発したものであり、ポリエス 
       テルをはじめあらゆる編物、織物に対応、精練・減量・染色の３工程における、新製品・ 
       素材の開発から、試験染めによる生機欠点チエックの用途等に使用できる。 
    ②標準型のサイズは高さ１５０cm、幅１００cm、奥行き１００cmの超小型であり、運転はタ 
        ッチパネル方式の全自動運転のため床の汚れ等はなく、設置場所が限定されない。 
    ③タッチパネルのプログラムナンバ－を押せば全部自動運転の簡単な操作で目的の製 
       品が仕上がる。 
        ・精練・減量・染色工程は自動でプログラミング 
          （オプション仕様で減量加工にも対応） 
        ・染料・薬品はセットするだけで自動的に注入される 
        ・染色加工の処方はあらかじめパタ－ンに入力 
    ④尚、「染料役者」には３件の特許を出願中であります。

  ２．「染料役者」の生産能力 
   月産２０台



  ３．「染料役者」の販売計画 
    ■販売開始  　 
        ９９年７月１日 
    ■販売価格（出荷価格）　 
        １Ｋｇ用　　３００万円 
        ２Ｋｇ用    ３５０万円 
        ４Ｋｇ用    ４５０万円 
    ■販売先 
       国内外の糸加工メ－カ－及び織・編物メ－カ－ 
       原糸メ－カ－の加工技術研究所 
       全国の工業試験場

  ４．今後の新加工マシ－ン開発について 
    ①８月１日から画期的超小型乾燥セットマシ－ン「乾太郎」を販売予定です。 
    ②その他、国内外の糸加工メ－カ－及び織・編物メ－カ－のユ－ザ－向けに商品開発を 
       目的としたラボ加工マシ－ンを、小松精練が企画・設計、加工技術指導等、 
       小野森鉄工所が製造を担当して、以下の用途対応の新マシ－ンを開発中、逐次販売の 
       予定です。 
        ・捺染（プリント）マシ－ン 
        ・風合い加工マシ－ン 
        ・起毛マシ－ン 
        ・コ－ティングマシ－ン

以上


